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 和食の祭典 in淡路島の取組について

平成２９年１０月２６日

広域観光・文化・スポーツ振興局

 関西広域連合では、国際観光圏「ＫＡＮＳＡＩ」のブランドを世界に売り込むため、

世界に誇る関西の魅力や強みを１つのテーマに絞って発信する「ＫＡＮＳＡＩ国際観

光ＹＥＡＲ」事業について、今年のテーマである「関西の食を楽しむ観光」をＰＲす

るため、４月 28日(金)から５月 7日(日)に出展した「2017食博覧会・大阪」に続いて、
次のとおり取組を実施するので御報告します。

記

１ 出展イベント

御食国 和食の祭典 in淡路島

２ 取組の内容

会場内に関西広域連合のブースを設け、動画やパネルの展示、構成府県市のパン

フレット等により、関西の観光や食文化を来場者にＰＲする。

＜参考＞ 御食国 和食の祭典 in淡路島

開催概要 古代から皇室や朝廷に食材を納め、豊かな食材の宝庫であった「御食

国」（淡路・若狭・志摩）と都である京都が集い、多様な味わいで美し

く繊細な「和食」の魅力を発信し、「現代につながる御食国」について

意見交換を行うとともに、物産展や食の体験コーナーを通じて人と食

を通じた交流を深める。

開催日 平成 29年 11月 18日（土）、19日（日）
場 所 兵庫県洲本市

主 催 御食国・和食の祭典 in淡路島 実行委員会
     （兵庫県、京都府、福井県、三重県、洲本市、南あわじ市、淡路市）

後 援 観光庁、農林水産省、関西広域連合、報道機関、島内外企業等
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